
健康経営におけるPFS活用の

意義について
2026年1月29日



名古屋銀行について
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健康経営の全体像（戦略マップ）

・健康に働く従業員や働きやすい職場が増えることで、組織が活性化し、企業業績や企業価値が向上する。これが健康経営に取組む意義。
・健康経営は、結果的に業績向上や株価向上につながると期待される経営手法。

戦略的に強化したいポイントや、改善や浸透がはかれず自社だけではブレイクスルーが難しい課題の出現。
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作成年月日 2025年9月

健康管理
自己管理しやすい

環境整備

運動奨励
参加しやすい
環境整備

安心安全な
職場環境づくり

産保スタッフの
面談実施

健康投資 健康投資の効果

健康風土の醸成

・経営トップの健康経営に関する発
信有無

・経営陣と従業員のエンゲージメン
トに関する対話回数

健康経営推進室の体制強化
（有資格保有数）
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健康経営の
推進方針

経営方針

従業員の健康課題

心身の健康と
働きがいの一層の向上

健康経営の浸透状況
方針実現のための
体制・環境

サポート、組織的支援（POS)、
WSC等

コミュニケーションツール活用状況

有給休暇取得率

健診・検診の受診率

ウォーキング参加率

ストレスチェック受検率

臨店実施率

業務災害度数率・強度率

ラインケア研修実施回数

ストレスチェックにおける
「上司・同僚のサポート」数値の向上

ひと月あたりの
月間所定外労働時間削減

生活習慣指標の向上
（睡眠・運動習慣・BMI・節酒・禁煙）

ヘルスリテラシーの向上

高ストレス職場ゼロの維持

ワーク・エンゲイジメント
の向上

プレゼンティーイズム
の改善

アブセンティーイズム
の低減

①行動変化 ②状態変化
③健康経営のKGI

KPI



名古屋銀行の2030年ビジョンと「働きがい改革」
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2031年3月のありたい姿「２０３０年ビジョン」

DX戦略人的資本戦略サステナビリティ

お客さまとともに成長する
地域 No.１金融グループ

健全な地域経済の
成長への支援

マテリアリティ

持続可能な
環境保全への貢献

将来にわたり活躍し
続ける人財の育成

健康経営を人的資本戦略の重要施策と位置づけ、
やりがいをもって働ける環境をつくる「働きがい改革」
を通じて、積極的で温かい組織風土を一層高め、
「将来にわたり活躍し続ける人財の育成」を実践して
いきます。

・経営計画の柱の1つに働きがい改革をプロット。健康経営は経営計画を遂行するうえでの、重要施策としている。

経営計画  マテリアリティ（重要課題）  「働きがい改革」  各種施策

【第22次経営計画抜粋（2023年4月～2031年3月）】
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健康経営の推進方針

こころの健康づくり

からだの健康づくり

良い職場環境づくり

ＤＥＩ&Ｂの実践

メンタルヘルス対策やコミュニケーション強化施策を通じて、従業員の心理的安全性を高め、
期待やワクワク感を創ります。

生活習慣の改善や重症化予防対策の実施、各種健康イベントの開催等を通じて従業員の資本
となる体を整えます。

働き方改革や職場環境の整備を通じて、役職員が持てる力を最大限発揮しながら、イキイキ
と働くことのできる良い職場環境を整えます。

役職員一人ひとりが互いを尊重し、多様な従業員の活躍を認め、受け入れたうえで帰属意識
や心理的安心感をもって働くことができる企業風土を推進します。

※2026年1月よりDE＆IからDEI＆B（Belonging：帰属意識）
の考え方を追加して施策運営をしております。



健康関連指標の遷移（運動習慣及び適正BMIの数値と課題について）

・健康経営のKGIの一つである運動習慣はBMIの改善を中心としたからだの健康だけでなく、心の健康や社内のコミュニケーション改善
にも影響する主要項目との認識から、 目標値30％から50％に上方修正。

・BMI（適正体重維持者率）は2年連続悪化傾向。

5．「１回30分以上軽く汗をかく運動を週２回以上かつ１年以上継続して実施している」または
「日常生活において歩行又は同等の身体活動を１日１時間以上実施」している人の割合

6．BMIが18.5以上～25未満の人の割合

【めいぎん健康白書2025抜粋】

目標数値の修正
〈運動習慣比率〉
運動習慣はBMIの改善を中心としたからだの健康だけでなく、心の健康や社内のコミュ
ニケーション改善にも影響する主要項目との認識から、目標値30％から50％に上方修正

当行にとって、健康経営推進上、戦略的に強化したいポイント当行にとって、健康経営推進上、戦略的に強化したいポイント

ワーク・エンゲイ
ジメントの向上

プレゼンティー
イズムの改善

アブセンティー
イズムの低減

運
動
習
慣
の
改
善

行動変容

適性BMI維持者率の向上

睡眠時間の改善

ヘルスリテラシーの向上

職場のコミュニケーショ
ン向上

高ストレス者比率の低減

健康経営のKGI
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経営指標の遷移

◆経営関連指標の大半が伸長中。株価は12月31日現在4,355円（3分割後：×3＝13,065円）
【IR資料抜粋】

2022年度末比 株価4.15倍：日経平均1.79倍
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PFS事業計画内容
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項目 内容

事業目的 従業員が「働きがい」を感じながら働き続けるためには心身の良好な健康状態が不可欠である。本
事業は健康施策の一環として、40歳未満の若年層従業員が運動習慣を身に付け、自ら良好な健康
を継続的に保持・増進することを目的として新たに行うものである。

実施期間 契約締結日～2026年6月30日（※プログラム実施期間は4月30日まで）

サービス提供者
（委託先）

株式会社バリューHR

対象者 2025年度健診結果において40歳未満のメタボ対象者で参加意思の確認できる従業員
※2025年度の健康診断結果にて対象約70名

支払条件
（成果連動支払）

・対象者に5頁記載のバリューHRが提供する3か月間の健康サポートプログラムを提供
・3か月間の支援期間中に体重が2キロ減少していること（成果連動支払）
①達成者に対する支払い金額40,000円/人
②未達成者に対する支払い金額30,000円/人

PFS事業での
当行の目指す成果

・参加者の5割以上がプログラムを通じて体重2キロ減少を達成すること。
・結果として参加者が運動習慣を身に着け、提供するプログラムを終了すること。

関係図

名古屋銀行
（連携：健康保険組合）

バリューHR
②プログラム提供

①成果指標の改善を発注
発注者 サービス提供者

③成果指標改善状況を評価

④成果連動型対価の支払い



案件組成の進め方
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①課題出し

・何を解決すべきか具体化、効果の見込みがある課題
・サービス提供業者とのマッチング

②成果指標の設定

・定量的指標の設計が可能か

③実施体制

・個人情報の取扱いと管理体制
・関係者の役割、リスクの確認
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